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はじめに
　本稿は、2017 年 10 月 25 日水曜日の 10 時 45 分～ 12 時 15 分に創価大学教育学部 
（B303 教室） において開催された、ディートリッヒ・ベンナー （Dietrich Benner） 教
授初来日記念講演会の講演原稿を日本語に訳出したものである(2)。
　ベンナー教授は、ドイツ教育学会会長 （1990 - 1994 年） や『教育学雑誌 （Zeitschrift 
für Pädagogik）』編集委員長 （1996 - 2001 年） の重責を果たしながら、数多くの研究業
績を残してきた(3)。彼の経歴や研究については、すでに拙訳『一般教育学――教育的
思考と行為の基礎構造に関する体系的・問題史的な研究』 （協同出版、2014 年 12 月） 







(1) この講演内容においては、ルミアナ・ニコロワ （Roumiana Nikolova）、スタニスラフ・イワノフ
（Stanislav Ivanov）、そしてフンボルト大学の研究チームのスタッフによる ETiK 共同研究プロジェ
クトの成果が紹介されている。
(2) なお、同日 16 時 45 分～ 18 時 15 分にも同教室において、別のテーマでの講演会が行われている。
ただその講演原稿は『教育学雑誌』2018 年第１号に掲載予定の内容であるため、同雑誌に掲載以後、
速やかに本論集に訳出したものを公開しようと思う。
(3) 研究活動やその業績については、以下の URL を参照してほしい。https://www2.hu -berlin.
de/allg -erzwiss/benner.html
(4) Benner, D.: Allgemeine Pädagogik. Eine systematisch -problemgeschichtliche Einführung in die 
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(5) この問題点の指摘については、以下を参照してもらいたい。牛田伸一「DFG-Projekt ETiK にお
けるコンピテンシー・モデルとテスト開発」『教育方法学研究（第 18 集）』（教育方法研究会、2017






　最初の講演では ETiK と名づけたプロジェクトを紹介します。これは 2008 年か
ら 2013 年までドイツ研究振興協会（Deutsche ForschungsGemeinschaft: DFG）か
ら財政支援を受けました。2014 年からは国際プロジェクトになりつつあります（こ
れについては Benner/Nikolova 2016 を参照して下さい。また、このプロジェクトの
理論的な基礎づけについては、以下の参照をお願いします。Benner/von Oettingen/
Peng/Stępkowski 2015）。このプロジェクトは ETiK と呼ばれますが、„Entwicklung 
eines Testinstruments zu einer didaktisch und bildungstheoretisch ausgewiesenen 


































への勇気〉に対する反対声明』（vgl. Benner et al. 1978）の中で、ミュンスター大学の
教育学者や、ビーレフェルト大学にある教育学の実験学校の創立者であるハルトムー






































れています（これらのテーゼの詳細については、Mut zur Erziehung 1979 を参照して












































































































































ヒ・ヘルバルト （ J. F. Herbart, 1776 -1841） の 『一般実践哲学』 （1808 年） の基礎判断か
ら取り出すとともに、マイケル・ウォルツァー （Michael Walzer, 1935 -） の『正義の
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